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は じ め に 

 

平成１２年１１月に，国の地震調査研究推進本部地震調査委員会は「宮城県沖地震の長

期評価」を公表し，今後３０年以内に地震が発生する確率が９９％（基準日を平成１５年

６月１日以降としたとき）という極めて高い長期評価確率であることを示しており，早急

な地震対策を講じることが必要となっていることから，宮城県防災会議では，平成１４年

度及び１５年度に地震対策等専門部会を設置し，第三次の「宮城県地震被害想定調査」（以

下「第三次調査」という。）を行い，宮城県をはじめ県下の市町村や防災関係各機関におい

て地震防災計画や地震対策の検討及び充実強化に活用されてきた。 

 

 その後，平成２０年１２月に国の中央防災会議において「日本海溝・千島海溝周辺海溝

型地震の地震防災戦略」が公表されたが，第三次調査では，国の戦略の内容を反映した県

の減災目標を策定するために必要な経済被害や津波による被害が想定されていないことや，

第三次調査から６年が経過し，各種社会データ，地盤基礎データの更新が必要となること

などから，平成２２年度及び２３年度の２か年度の計画で新たな地震対策専門部会を設置

し，第四次の「宮城県地震被害想定調査」（以下「第四次調査」という。）に着手した。 

 

 調査のスケジュールは，平成２２年度に地震動・液状化の予測，津波の予測を行い，中

間報告書を作成，平成２３年度に被害の予測，経済被害の予測，減災推計等を行うことと

なっていたが，平成２３年３月１１日に東日本大震災が発生し甚大な被害がもたらされた

ことから，平成２３年度に予定していた調査のための基礎資料（ライフライン，固定資産，

養殖施設，海岸構造物，社会資本）の対象が毀損してしまい，これらに基づく被害想定調

査を行うことができなくなった。このため，第四次調査は中間報告書をもって完了するこ

ととした。 

 

 この中間報告書は，被害想定までは行っていないものの，地盤モデルのデータや，津波

のデータ等を活用可能な機会もあると考えられることから，必要に応じて活用されること

を期待している。 

 

 終わりに，本調査を行うに際し，資料及び情報の提供にご高配を賜った諸機関に感謝の

意を表したい。 

 

宮城県防災会議地震対策等専門部会 

部会長 今野 純一     

    

 


